
の社会貢献広報事業として
助成を受け作成されたものです。
この冊子は、

子宮頸がん

やさしいがんの知識
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正しい知識と行動が
子宮頸がんからあなたを守る



子宮頸がんのできる部位

がんは加齢にともない罹患するリスクが高くなり
ます。高齢化時代の今日、2人に1人が生涯におい
て一度はがんにかかるであろうと推計されてお
り、がんは誰でも遭遇する可能性のある病気であ
るといえます。
日ごろからがんになりにくい生活習慣を心がける
と同時に、万一自分や家族、親しい人ががんと向か
い合うことになったときに備え、がんについての正
しい知識を身につけておくことが大切です。

はじめに

「子宮頸がん」っ てどんな病気？
近年、39歳以下の日本人女性で子宮 頸がんの発病や死亡が増えています。 
子宮頸がんは、女性なら誰でもかかる 可能性のある病気。 実は20～30歳
代の若い女性に乳がんに次いで多い がんです。
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子宮体部

卵管

卵巣

子宮頸部

膣

子宮の入口にできるがんです。原因やがんになる
過程がほぼ解明されており予防する手段があります。

（出典：国立がん研究センターがん対策情報センター）
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子宮頸がんの発症には、その多くにヒトパピローマ
ウイルス（HPV）の感染が関連しているとされてい
ます。
HPVは、約80％の女性が生涯のうち一度は感染す
るごくありふれたウイルスですが、免疫の働きなど
で自然に治る人がほとんどです。しかし一部の人
で持続感染し、「前がん病変」に、その一部ががん
に進行します。
なお、HPVの主な感染経路は性交渉と考えられて
います。

女性の10人中8人がHPVに感染

約80％

おとなになったら
定期的に検診をうけましょう

子宮頸がんへの進行例

低い日本の子宮頸がん検査受診率

原因はヒトパピローマ
ウイルス（HPV） 早期に発見すれば・・・
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子宮頸がん検診では、がんになる前の「前がん病変」
や、ごく初期のがんを高精度に発見できます。
この段階であれば「円錐切除」という狭い範囲の簡
単な手術で完治することが多いです。この段階の治
療であれば、妊娠や出産も可能です。

ヒトパピローマ
ウイルス

感染

子宮頸がん子宮頸がん

がん検診で発見できる！

前がん病変
（異形成）
前がん病変
（異形成）

先進諸国では約60～80％の女性が受診していま
すが、日本の女性の受診率は他の先進国に比べる
と低いです。
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（出典：OECD Health Statistics 2015）
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子宮頸がんは検診とワクチン  で予防が期待できます。
予防は検診と  ワクチンで！

ワクチンの副反応について

ワクチンの効果
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子宮頸がんは、初期の段階ではあまり自覚症状が現
れません。おとなになったら定期的に検診を受けま
しょう。「前がん病変」なら、子宮を摘出せずに治すこ
とができます。

20歳になったら、2年に1回 定期的に検診を受けま
しょう。

❶ブラシやヘラで頸部
の細胞をこすりとる

❷顕微鏡で診断
● 受診者の1％が前がん病
変またはがんの疑い

●さらにこの10％にがんを発見

子宮頸がん予防ワクチンの副反応については、ワク
チン接種の有効性と比較した上で、定期接種を中止
するほどリスクが高いとは評価されませんでしたが、
積極的な接種推奨を一時的に差し控えるべきとされ
ました。（2015年8月時点）

多種類あるHPVの中で子宮頸がんの原因の50％か
ら70％を占める16、18型の感染に対し高い予防効
果があるとされています。（感染前に接種される必要
があります。）

検診の効果

検診

検診はいつから？ 「子宮頸がんワクチン」に関する情報はこちらから

接種する対象は？

予防接種法により、原則無料の「定期接種」に位置づ
けられています。小学6年生から高校1年生の女子が
対象です。（6ヶ月の間に3回接種）

厚生労働省ホームページ
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28

/



検診とワクチンで予防が期待できる子宮頸がん 。
あなた自身の予防はもちろん、社会から子宮頸がん
を減らせるよう一人でも多くの女性に伝えましょう。

がんを防ぐための　　 12か条新
あなたのライフスタイルをチェック
そして今日からチェンジ！！

たばこは吸わない1条

他人のたばこの煙をできるだけ避ける2条

お酒はほどほどに3条

バランスのとれた食生活を4条

塩辛い食品は控えめに5条

野菜や果物は不足にならないように6条

適度に運動7条

適切な体重維持8条

ウイルスや細菌の感染予防と治療9条

定期的ながん検診を10条

身体の異常に気がついたら、すぐに受診を11条

正しいがん情報でがんを知ることから12条

「子宮頸がん」を防ぐ
方法はあるの？

がんは治る病気に
なりつつあります。

地域がん登録における子宮頸がんと診断された患
者の５年相対生存率は約72％（2003～2005年
診断例）です。

正しいがん情報で
がんを知ることから

72％
生存率

5年後

地域がん登録における5年生存率
（2003～2005年診断例）

（公財）がん研究振興財団「がんの統計’15」より

直腸
・

結腸
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27.927.9 29.7

89.189.1

72.2

93.8

58.658.6

おわりに
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がんは多数の要因が複雑に重なり合って、長い時
間がかかって発生してくる病気です。
またこれさえ守れば絶対にがんにならないという
方法もありません。
生活習慣における目標値は一つの目安と考え、今
の生活をチェックし改善しましょう。

「がん」に関する情報はこちらから

全国の国指定のがん診療連携拠点病院などにある相談窓口
でがんに関する治療や療養生活全般、地域の医療機関などに
ついて、対面や電話で相談することができます。
どなたでもご利用できます。

※病院、または、がん相談支援センターをお探しの場合は、こちらから

「がん情報サービスサポートセンター」

国立がん研究センターがん対策情報センターのウェブサイトです。
がんについて、がんとの向き合い方、診断・治療方法、緩和ケア
について、病院検索など、さまざまな情報を調
べることができる“がん情報の入り口”です。

、

子宮頸がんは自分や身近な人がかかる可能性の高い病

気のひとつです。子宮頸がんを正しく知ることは、がんから

あなたやあなたの大切な人を守る第一歩になります。

このパンフレットを読んで自分のからだや健康について

みんなで考えてみましょう。

MEMO
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